
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年９月３０日               NO,５８０ 

 

    白沢鉱山跡 

 白沢鉱山跡は、高平の山の中 

にあり、今でも坑口の一部（写 

真右）やズリが残っています。 

 昭和９年（１９３４）の東京 

鉱山監督局鉱区一覧に「白沢村 

に鉄鉱山」の記載がありますが、鉱山名がないためこれが白

沢鉱山なのかは不明です。 

 昭和１７年（１９４２）の高平公益社の会議議事録にはじ

めて「白沢鉱山」の名が現れ、磁鉄鉱、鉛などが採掘されて

いたようですが、昭和２３年（１９４８）に閉山しました。 

 鉱山の従業員は約２００人で、鉱山の下（字五輪平）に３

０棟の住居があり、子どもたちのために白沢小学校の分校が

昭和１８年（１９４３）に開校し、約６０人の生徒が学んで

いたといわれています。 

平出ダム 

平出ダムは、昭和３９年（１９６４）に完成し、堤高４０

㍍、堤頂長８７㍍で、下流にあ

る利南発電所で発電していま

す。（最大出力５．３００ＫＷ）    

             園原ダムの水を白沢発電所

に送り、その水を平出ダムで貯

えて発電に使っています。 
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 大東議員は一般質問で、産婦人科や小児科などの医師確保と救急医療体

制の充実を求めました。 

 市長は、医師の確保について「ひきつづき国や県に働きかける」と答え、

救急医療体制の充実については、「適切な医療が受けられるよう、圏域の市     

町村で連携し、支援を継続したい」と答えました。 

        大東議員は、利根沼田で勤務することを条件に返済不用

の奨学金を創設することや救急医療を担っている病院に、

国の特別交付税を活用した財政支援の充実を求めました。 

 ９月定例市議会に提案された平成２９年度沼田市一般会計歳入歳出決算

では、歳入総額が２３９億５，７５２万円、歳出総額が２３１億４，２３

７万円で歳入歳出差し引き額は８億１，５１５万円となり、翌年度に繰り

越す額を差し引いた実質収支額は、６億３，０４３万円となり、３億２，

０００万円を財政調整基金（市の貯金）に積み立てました。 

 市町村の財政力を示す一つの指数である財政力指数（１に近づくほど財

政力があり、１を越えると地方交付税が交付されなくなる）、は０．５１６

で、借金を返すために使った一般財源の割合を示す公債費負担率（１５％

を超えると警戒値とされている）は１４．０％でした。 

 テラス沼田の整備、（仮称）利南運動広場整備、給食センター建設など大

型事業がすすめられているなか、財政状況はきびしさが増すことが予想さ

れますが、市民のくらしを支えることに税金は使うべきです。 

 ９月定例市議会に提案された一般会計補正予算のなか

に、小中学校内にある危険と思われるブロックの構築物

を撤去するための予算が計上されました。 

 大阪北部地震を受け教育委員会では、学校内のブロッ

クの構築物を点検し、一部を撤去しましたが、さらに撤

去をすすめるための予算を追加し、年度 

内の撤去をすすめます。 

 教育委員会では、通学路のブロック塀 

の点検もすすめていますが、対応につい 

てこれからの検討となります。 

 上原町自主防災会は２２日、沼田東小学校で巨大地震

発生を想定した災害訓練をおこないました。 

 昨年につづいて２回目となる災害訓練は、参加者を４

つのグループに分け、

消火器を使っての消火

訓練、ＡＥＤの使い方、

などの訓練をおこない

ました。 

                地震体験車による震

度７も体験しました。 


